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(57)【要約】
【課題】露光走査ユニットのミラーの清掃を容易にする
ことができる。
【解決手段】移動走査フレーム７１上の第１反射ミラー
５２を清掃するときには、プラテンガラス４４を取り外
し、２本のネジ７８を取り外して、光源用フレーム７２
を移動走査フレーム７１から持ち上げて離間させる。こ
の状態では、第１反射ミラー５２の上方にスリットＳｔ
が存在せず、また移動走査フレーム７１上の前端部７１
ｂと隔壁部７９間の開口部７４の幅が十分に広いことか
ら、この開口部７４の内側に配置された第１反射ミラー
５２を容易に清掃することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿が載置される透明な原稿載置板の下方に設けられ、原稿を透明な原稿載置板を介し
て露光しつつ走査方向に移動される露光走査手段を備えた原稿読取り装置において、
　前記露光走査手段は、移動可能に支持された移動走査部と、この移動走査部上に着脱可
能に支持された照明部とを備え、
　前記照明部は、前記原稿を透明な原稿載置板を介して露光をする光源と、該原稿からの
反射光を前記移動走査部へと通過させるスリットとを有し、
　前記移動走査部は、前記スリットを通過して来た反射光を反射するミラーを有すること
を特徴とする原稿読取り装置。
【請求項２】
　前記移動走査部は、前記ミラーへと入射して行く反射光が通過する開口部を有しており
、この開口部の幅が前記スリットの幅よりも広いことを特徴とする請求項１に記載の原稿
読取り装置。
【請求項３】
　前記光源は、前記スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置されたことを特徴と
する請求項１に記載の原稿読取り装置。
【請求項４】
　前記光源は、前記スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置されたそれぞれの導
光体と、これらの導光体の一端に光を入射させるそれぞれの発光素子とを備え、
　前記各導光体は、前記各発光素子から入射した光を導いて、該各導光体の側壁から前記
原稿へと光を出射することを特徴とする請求項１に記載の原稿読取り装置。
【請求項５】
　前記光源は、前記スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置された複数の発光素
子からなる列であることを特徴とする請求項１に記載の原稿読取り装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１つに記載の原稿読取り装置を備えた画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿画像を読取る原稿読取り装置、及びそれを備えた画像形成装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　この種の原稿読取装置は、原稿の画像を読取るものであって、スキャナーとも称され、
単独で又は複写機等に搭載されて用いられる。単独で用いられる場合は、読取った原稿の
画像が外部のプリンター等に出力され、また複写機に搭載されて用いられる場合は、読取
った原稿の画像が該複写機で複写される。
【０００３】
　このような原稿読取装置は、原稿が載置される透明な原稿載置板、及び原稿を透明な原
稿載置板を介して露光しつつ走査方向に移動される露光走査ユニット等を有している。露
光走査ユニットは、原稿を透明な原稿載置板を介して露光をする光源と、原稿からの反射
光を通過させるスリットと、このスリットを通過して来た反射光を反射するミラーとを有
している。このミラーで反射された反射光は、更に幾つかのミラーで反射されて、ＣＣＤ
等の光電変換素子に入射され、光電変換素子により光電変換される。この光電変換素子は
、原稿画像を主走査方向に繰り返し読取って、原稿画像を示す画像信号を出力する。
【０００４】
　ところで、原稿読取装置のミラーに埃等が付着すると、これが読取られた原稿画像上で
スジ等となって現れ、画像品質が劣化する。特に、上記露光走査ユニットのミラーは、透
明な原稿載置板上の原稿に近いため、このミラーに埃等が付着すると、画像品質の劣化が
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著しい。
【０００５】
　このため、上記露光走査ユニットのミラーに埃等が付着したときには、透明な原稿載置
板を外して、このミラーを清掃する必要がある。しかしながら、このミラーの上側にスリ
ットがあるため、このミラーの清掃が困難であった。
【０００６】
　図８（ａ）、（ｂ）は、従来の露光走査ユニットを例示する斜視図及び分解斜視図であ
る。この露光走査ユニットは、透明な原稿載置板の下方で副走査方向に移動自在に支持さ
れる本体フレーム２０１を備えており、この本体フレーム２０１にスリット２０２を形成
し、スリット２０２の片側に載置棚２０４を設けて、この載置棚２０４にキセノンランプ
２０３を搭載し、スリット２０２の他の片側に反射板２０５を設けて、キセノンランプ２
０３と反射板２０５をスリット２０２を介して相互に平行に配置し、スリット２０２の下
方にミラー２０６を配置している。
【０００７】
　キセノンランプ２０３の光は、直接及び反射板２０５で反射されて矢印Ａの方向に出射
され、透明な原稿載置板（図示せず）を介して原稿に入射する。そして、原稿からの反射
光は、矢印Ｂの方向に入射して来て、スリット２０２を介して下方のミラー２０６に入射
し、このミラー２０６で反射されて、矢印Ｃの方向に出射される。この矢印Ｃの方向に出
射された光は、更に幾つかのミラーで反射されて、原稿画像を読取るＣＣＤ等の光電変換
素子に入射される。
【０００８】
　図８（ａ）、（ｂ）から明らかなようにミラー２０６の上方にスリット２０２が位置し
ているが、このスリット２０２の幅が狭いことから、スリット２０２を介してミラー２０
６を清掃することは困難である。
【０００９】
　ミラー２０６の清掃を容易にするべく、スリット２０２の幅を広くすることが考えられ
るが、スリット２０２の幅を広くすると、外乱光もしくは迷光がミラー２０６に入射して
ＣＣＤ等の光電変換素子へと導かれるため、スリット２０２の幅を広くすることはできな
い。
【００１０】
　また、矢印Ｃの方向へと光が出射される箇所を開口しているので、この開口箇所を通じ
てミラー２０６を清掃することが考えられるが、露光走査ユニット等の読取り走査系が小
さな暗筐体内に収容されることから、この開口箇所を露光走査ユニットの側方から直接見
ることができず、この開口箇所を通じてのミラー２０６の清掃も困難である。
【００１１】
　更に、露光走査ユニットそのものを取り外して、ミラー２０６を清掃することが考えら
れるが、露光走査ユニットを取り付けるときには、光電変換素子の受光面上の原稿画像の
ピントを合わせるべく、ミラーの位置調整を高精度で行う必要があり、露光走査ユニット
の取り外しは好ましくない。
【００１２】
　このため、特許文献１では、読取り走査系を収容した筐体の底に開口部を形成して、こ
の開口部に開閉蓋を設けておき、この開閉蓋を開けて、その開口部を通じてミラーの清掃
を行うようにしている。
【特許文献１】特開平０５－３７７３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、画像形成装置等においては、使い勝っての向上のために、原稿読取り装
置を最上段に配置することが多く、原稿読取り装置の下方に印刷部等が配置される構成で
あって、原稿読取り装置の下方に空きスペースがないことから、特許文献１のように原稿
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読取り装置の読取り走査系を収容した筐体の底を通じてミラーを清掃することはできなか
った。
【００１４】
　そこで、本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、露光走査ユニット
のミラーの清掃を容易にすることが可能な原稿読取り装置及びそれを備えた画像形成装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するために、本発明の原稿読取り装置は、原稿が載置される透明な原稿
載置板の下方に設けられ、原稿を透明な原稿載置板を介して露光しつつ走査方向に移動さ
れる露光走査手段を備えた原稿読取り装置において、前記露光走査手段は、移動可能に支
持された移動走査部と、この移動走査部上に着脱可能に支持された照明部とを備え、前記
照明部は、前記原稿を透明な原稿載置板を介して露光をする光源と、該原稿からの反射光
を前記移動走査部へと通過させるスリットとを有し、前記移動走査部は、前記スリットを
通過して来た反射光を反射するミラーを有している。
【００１６】
　また、前記移動走査部は、前記ミラーへと入射して行く反射光が通過する開口部を有し
ており、この開口部の幅が前記スリットの幅よりも広くされている。
【００１７】
　更に、前記光源は、前記スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置されている。
【００１８】
　また、前記光源は、前記スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置されたそれぞ
れの導光体と、これらの導光体の一端に光を入射させるそれぞれの発光素子とを備え、前
記各導光体は、前記各発光素子から入射した光を導いて、該各導光体の側壁から前記原稿
へと光を出射している。
【００１９】
　また、前記光源は、前記スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置された複数の
発光素子からなる列である。
【００２０】
　一方、本発明の画像形成装置は、上記本発明の原稿読取り装置を備えている。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の原稿読取り装置によれば、露光走査手段は、移動可能に支持された移動走査部
と、この移動走査部上に着脱可能に支持された照明部とを備えている。従って、照明部を
移動走査部から取り外すことができる。そして、照明部にはスリットが設けられているの
で、照明部を取り外すと、スリットも共に取り外されることになり、スリット下方にある
移動走査部側のミラーが露出する。この状態では、移動走査部側のミラーを容易に清掃す
ることができる。
【００２２】
　また、スリットとミラー間に移動走査部側の開口部があり、この開口部の幅がスリット
の幅よりも広くされているので、照明部を移動走査部から取り外した状態では、その広い
開口部を通じてのミラーの清掃となり、この清掃が確実に容易になる。
【００２３】
　例えば、光源は、スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置されている。より具
体的には、光源は、スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置されたそれぞれの導
光体と、これらの導光体の一端に光を入射させるそれぞれの発光素子とを備えている。あ
るいは、光源は、スリットの長手方向両側にかつ相互に平行に配置された複数の発光素子
からなる列である。この場合は、スリットの両側に光源が存在し、ミラーの清掃がより困
難になるので、本発明の適用がより有用である。
【００２４】
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　一方、本発明の画像形成装置は、上記本発明の原稿読取り装置を備えているので、同様
の作用効果を奏することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施形態を添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の原稿読取り装置の第１実施形態を適用した画像形成装置を示す断面図
である。この画像形成装置１００は、原稿読取り装置１０１により読取られた原稿の画像
又は外部から受信した画像をカラーもしくは単色で記録用紙に記録形成するものであり、
レーザ露光装置１、現像装置２、感光体ドラム３、帯電器５、クリーナ装置４、中間転写
ベルト装置８、定着装置１２、用紙搬送経路Ｓ、給紙トレイ１０、及び用紙排出トレイ１
５等により構成されている。
【００２７】
　画像形成装置１００において扱われる画像データは、ブラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、
マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）の各色を用いたカラー画像に応じたもの、又は単色（例
えばブラック）を用いたモノクロ画像に応じたものである。従って、現像装置２、感光体
ドラム３、帯電器５、クリーナ装置４は各色に応じた４種類の潜像を形成するようにそれ
ぞれ４個ずつ設けられ、それぞれがブラック、シアン、マゼンタ、及びイエローに対応付
けられて、４つの画像ステーションＰａ、Ｐｂ、Ｐｃ、Ｐｄが構成されている。
【００２８】
　感光体ドラム３は、画像形成装置１００のほぼ中央に配置されている。
【００２９】
　帯電器５は、感光体ドラム３の表面を所定の電位に均一に帯電させるための帯電手段で
あり、接触型であるローラ型やブラシ型の帯電器のほか、チャージャー型の帯電器が用い
られる。
【００３０】
　レーザ露光装置１は、レーザダイオード及び反射ミラーを備えたレーザスキャニングユ
ニット（ＬＳＵ）であり、帯電された感光体ドラム３表面を画像データに応じて露光して
、その表面に画像データに応じた静電潜像を形成する。
【００３１】
　現像装置２は、感光体ドラム３上に形成された静電潜像を（Ｋ、Ｃ、Ｍ、Ｙ）のトナー
により現像し、感光体ドラム３表面にトナー像を形成する。クリーナ装置４は、現像及び
画像転写後に感光体ドラム３表面に残留したトナーを除去及び回収する。
【００３２】
　感光体ドラム３の上方に配置されている中間転写ベルト装置８は、中間転写ベルト７、
中間転写ベルト駆動ローラ２１、従動ローラ２２、中間転写ローラ６、及び中間転写ベル
トクリーニング装置９を備えている。
【００３３】
　中間転写ベルト駆動ローラ２１、中間転写ローラ６、従動ローラ２２等は、中間転写ベ
ルト７を張架して支持し、中間転写ベルト７を矢印Ｃ方向に周回移動させる。
【００３４】
　中間転写ローラ６は、中間転写ベルト７近傍に回転可能に支持され、中間転写ベルト７
を介して感光体ドラム３に圧接され、感光体ドラム３表面のトナー像を中間転写ベルト７
に転写するための転写バイアスを印加されている。中間転写ローラ６は、直径８～１０ｍ
ｍの金属（例えばステンレス）軸をベースとし、その表面は、導電性の弾性材（例えばＥ
ＰＤＭ、発泡ウレタン等）により覆われているローラである。この導電性の弾性材により
、記録用紙に対して均一に高電圧を印加することができる。
【００３５】
　中間転写ベルト７は、各感光体ドラム３に接触するように設けられており、各感光体ド
ラム３表面のトナー像を中間転写ベルト７に順次重ねて転写することによって、カラーの
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トナー像（各色のトナー像）を形成する。この転写ベルトは、厚さ１００μｍ～１５０μ
ｍ程度のフィルムを用いて無端ベルト状に形成されている。
【００３６】
　上述の様に各感光体ドラム３表面のトナー像は、中間転写ベルト７で積層され、画像デ
ータによって示されるカラーのトナー像となる。このように積層された各色のトナー像は
、中間転写ベルト７と共に搬送され、中間転写ベルト７と接触する２次転写装置１１の転
写ローラ１１ａによって記録用紙上に転写される。
【００３７】
　中間転写ベルト７と２次転写装置１１の転写ローラ１１ａとは相互に圧接されて、ニッ
プ域を形成する。また、２次転写装置１１の転写ローラ１１ａには、中間転写ベルト７上
の各色のトナー像を記録用紙に転写させるための電圧（トナーの帯電極性（－）とは逆極
性（＋）の高電圧）が印加される。さらに、そのニップ域を定常的に得るために、２次転
写装置１１の転写ローラ１１ａもしくは中間転写ベルト駆動ローラ２１の何れか一方を硬
質材料（金属等）とし、他方を弾性ローラ等の軟質材料（弾性ゴムローラ、または発泡性
樹脂ローラ等）としている。
【００３８】
　また、２次転写装置１１によって中間転写ベルト７上のトナー像が記録用紙上に完全に
転写されず、中間転写ベルト７上にトナーが残留することがあり、この残留トナーが次工
程でトナーの混色を発生させる原因となる。このため、中間転写ベルトクリーニング装置
９によって残留トナーを除去及び回収する。中間転写ベルトクリーニング装置９には、例
えばクリーニング部材として、中間転写ベルト７に接触して残留トナーを除去するクリー
ニングブレードが設けられており、クリーニングブレードが接触する部位で、従動ローラ
２２により中間転写ベルト７裏側が支持されている。
【００３９】
　給紙トレイ１０は、記録用紙を格納しておくためのトレイであり、画像形成装置１００
の下部に設けられて、トレイ内の記録用紙を供給する。
【００４０】
　画像形成装置１００には、給紙トレイ１０から供給された記録用紙を２次転写装置１１
や定着装置１２を経由させて用紙排出トレイ１５に送るための、Ｓの字形状の用紙搬送経
路Ｓが設けられている。この用紙搬送経路Ｓに沿って、用紙ピックアップローラ１６、用
紙レジストローラ１４、定着装置１２、及び記録用紙を搬送する搬送ローラ等が配置され
ている。
【００４１】
　用紙ピックアップローラ１６は、給紙トレイ１０の端部に設けられ、給紙トレイ１０か
ら記録用紙を１枚ずつ用紙搬送経路Ｓに供給する呼び込みローラである。搬送ローラは、
記録用紙の搬送を促進補助するための小型のローラであり、複数個設けられている。
【００４２】
　用紙レジストローラ１４は、搬送されて来た記録用紙を一旦停止させて、記録用紙の先
端を揃え、中間転写ベルト７と２次転写装置１１の転写ローラ１１ａ間のニップ域で中間
転写ベルト７上のカラーのトナー像が記録用紙に転写されるように、感光体ドラム３及び
中間転写ベルト７の回転にあわせて、記録用紙をタイミングよく搬送する。
【００４３】
　例えば、用紙レジストローラ１４は、図示しないレジスト前検知スイッチの検出出力に
基づき、中間転写ベルト７と２次転写装置１１の転写ローラ１１ａ間のニップ域で中間転
写ベルト７上のカラーのトナー像の先端が記録用紙の画像形成領域の先端に合うように、
記録用紙を搬送する。
【００４４】
　定着装置１２は、加熱ローラ３１及び加圧ローラ３２等を備えている。加熱ローラ３１
及び加圧ローラ３２は、中間転写ベルト７と２次転写装置１１の転写ローラ１１ａ間のニ
ップ域を通過して来た記録用紙を挟み込んで搬送する。
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【００４５】
　加熱ローラ３１は、図示しない温度検出器の検出出力に基づき、制御部によって所定の
定着温度となるように制御されており、加圧ローラ３２とともに記録用紙を熱圧着するこ
とにより、記録用紙に転写されたトナー像を溶融、混合、圧接し、記録用紙に対して熱定
着させる機能を有している。
【００４６】
　各色のトナー像の定着後の記録用紙は、搬送ローラによって用紙排出トレイ１５上にフ
ェイスダウンで排出される。
【００４７】
　次に、図１の画像形成装置１００上に搭載された第１実施形態の原稿読取り装置１０１
を説明する。第１実施形態の原稿読取り装置１０１は、その上側に配置された原稿搬送部
４２により搬送されている原稿画像を読取ることができる。
【００４８】
　原稿搬送部４２は、その奥の一辺をヒンジ（図示せず）により下側の原稿読取り装置１
０１の一辺に枢支され、その手前部分を上下させることにより開閉される。原稿搬送部４
２を開いたときには、原稿読取り装置１０１のプラテンガラス４４が開放され、このプラ
テンガラス４４上に原稿が載置される。
【００４９】
　原稿読取り装置１０１は、プラテンガラス４４、第１走査ユニット４５、第２走査ユニ
ット４６、結像レンズ４７、及びＣＣＤ（Charge Coupled Device）４８等を備えている
。
【００５０】
　第１走査ユニット４５は、露光走査ユニットとも称され、光源５１、及び第１反射ミラ
ー５２を備えており、副走査方向へと原稿サイズに応じた距離だけ一定速度Ｖで移動しな
がら、プラテンガラス４４上の原稿を光源５１によって露光し、その反射光を第１反射ミ
ラー５２により反射して第２走査ユニット４６へと導き、これにより原稿の表面の画像を
副走査方向に走査する。
【００５１】
　第２走査ユニット４６は、第２及び第３反射ミラー５３、５４を備えており、第１走査
ユニット４５に追従して速度Ｖ／２で移動しつつ、原稿の反射光を第２及び第３反射ミラ
ー５３、５４により反射して結像レンズ４７へと導く。
【００５２】
　結像レンズ４７は、原稿の反射光をＣＣＤ４８に集光して、原稿の画像をＣＣＤ４８上
に結像させる。ＣＣＤ４８は、原稿画像を繰り返し主走査方向に走査し、１主走査の度に
、１主走査ラインのアナログ画像信号を出力する。
【００５３】
　第１及び第２走査ユニット４５、４６の端部には、それぞれのプーリー（図示せず）を
設けており、これらのプーリーにワイヤー（図示せず）を架け渡し、このワイヤーをステ
ッピングモータにより駆動して、第１及び第２走査ユニット４５、４６を同期移動させて
いる。
【００５４】
　また、原稿読取り装置１０１は、静止原稿だけではなく、原稿搬送部４２により搬送さ
れている原稿表面の画像を読取ることができる。この場合は、読取りガラス板６５の下方
に第１及び第２走査ユニット４５、４６を位置決めし、この状態で、原稿搬送部４２によ
る原稿の搬送を開始する。
【００５５】
　原稿搬送部４２では、ピックアップローラ５５を原稿トレイ５６上の原稿に押し当て回
転させて、原稿を引き出し、原稿を原稿搬送路５７に沿って搬送し、原稿の先端を原稿レ
ジストローラ６２に突き当てて揃え、原稿を原稿読取り装置１０１の読取りガラス板６５
上に通過させ、更に原稿を原稿搬送ローラ６３及び排紙ローラ５８により搬送して排紙ト
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レイ４９へと排出する。
【００５６】
　この原稿の搬送に際し、第１走査ユニット４５の光源５１により原稿表面を読取りガラ
ス板６５を介して照明し、原稿表面からの反射光を第１及び第２走行ユニット４５、４６
の第１乃至第３反射ミラー５２～５４により結像レンズ４７へと導き、原稿表面からの反
射光を結像レンズ４７によりＣＣＤ４８に集光させ、原稿の画像をＣＣＤ４８上に結像さ
せ、ＣＣＤ４８により原稿画像を読取る。
【００５７】
　このようにＣＣＤ４８により原稿画像が読取られ、この原稿画像を示すアナログ画像信
号がＣＣＤ４８から出力される。そして、このアナログ画像信号がデジタルの画像データ
にＡ／Ｄ変換され、この画像データが種々の画像処理を経て画像形成装置１００のレーザ
露光装置１へと送受され、この画像データに応じて感光体ドラム３表面が露光され、感光
体ドラム３表面の静電潜像の形成、静電潜像の現像、トナー像の転写等がなされて、画像
形成装置１００において画像が記録用紙に記録される。
【００５８】
　次に、第１実施形態の原稿読取り装置１０１の構造を説明する。図２は、原稿読取り装
置１０１を示す斜視図である。
【００５９】
　図２に示すように暗筐体７０の上側の開口部には、プラテンガラス４４及び読取りガラ
ス板６５が設けられている。プラテンガラス４４の下方には、第１走査ユニット４５、第
２走査ユニット４６（図示されず）、結像レンズ４７、及びＣＣＤ４８が配置されている
。第１及び第２走査ユニット４５、４６の両端は、暗筐体７０の両側壁７０ａで滑動自在
に支持されており、先に述べたようにプーリー、ワイヤー、及びステッピングモータによ
り駆動されて、第１及び第２走査ユニット４５、４６が同期移動される。
【００６０】
　プラテンガラス４４上の原稿が読取られるときには、プラテンガラス４４下方で第１及
び第２走査ユニット４５、４６が同期移動されつつ、光源５１（図１に示す）によって原
稿が露光され、その反射光が第１乃至第３反射ミラー５２～５４（図１に示す）で反射さ
れ、結像レンズ４７を通じてＣＣＤ４８に集光され、ＣＣＤ４８により原稿画像が読取ら
れる。
【００６１】
　また、読取りガラス６５上を通過する原稿が読取られるときには、読取りガラス板６５
の下方に第１及び第２走査ユニット４５、４６が位置決めされ、光源５１によって原稿が
露光され、その反射光が第１乃至第３反射ミラー５２～５４で反射され、結像レンズ４７
を通じてＣＣＤ４８に集光され、ＣＣＤ４８により原稿画像が読取られる。
【００６２】
　ここで、第１走査ユニット４５の第１反射ミラー５２は、プラテンガラス４４及び読取
りガラス６５上の原稿近くにあるため、この第１反射ミラー５２に埃等が付着すると、こ
れが読取られた原稿画像上でスジ等となって現れ、画像品質が劣化する。
【００６３】
　このため、第１走査ユニット４５の第１反射ミラー５２が汚れたときには、プラテンガ
ラス４４を取り外して、第１反射ミラー５２を清掃する必要がある。
【００６４】
　ところが、第１走査ユニット４５の第１反射ミラー５２の上部には、上方の原稿からの
反射光を選択的に通過させかつ外乱光や迷光を遮断する狭いスリットＳｔが存在するため
、第１反射ミラー５２の清掃が容易ではない。
【００６５】
　そこで、第１実施形態の原稿読取り装置１０１では、第１走査ユニット４５を図３（ａ
）、（ｂ）及び図４（ａ）、（ｂ）に示すような構造にして、第１走査ユニット４５の第
１反射ミラー５２の清掃を容易にしている。
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【００６６】
　図３（ａ）、（ｂ）は、第１走査ユニット４５を示す斜視図及び分解斜視図である。ま
た、図４（ａ）、（ｂ）は、図３（ａ）、（ｂ）に対応するそれぞれの断面図である。
【００６７】
　図３（ａ）、（ｂ）及び図４（ａ）、（ｂ）から明らかなように、第１走査ユニット４
５は、移動走査フレーム７１と、移動走査フレーム７１上に着脱自在に搭載される光源用
フレーム７２とを備えている。
【００６８】
　移動走査フレーム７１は、副走査方向に移動走査されるものであって、その両端７１ａ
が暗筐体７０の両側壁で滑動自在に支持され、先に述べたようにプーリー、ワイヤー、及
びステッピングモータにより駆動される。また、移動走査フレーム７１には、第１反射ミ
ラー５２が設けられており、この第１反射ミラー５２が副走査方向と直交する主走査方向
に沿ってかつ副走査方向に対して４５°傾斜して配置されている。
【００６９】
　移動走査フレーム７１の前端部７１ｂが上側に折れ曲がり、この前端部７１ｂに開口ス
リット７１ｃが形成されている。また、移動走査フレーム７１の隔壁部７９よりも後部に
は回路ユニット７３が搭載されている。第１反射ミラー５２は、移動走査フレーム７１の
前端部７１ｂと隔壁部７９間に配置されており、前端部７１ｂと隔壁部７９間の開口部７
４の幅が十分に広く設定されている。
【００７０】
　光源用フレーム７２は、原稿の照明等を行うものであって、主走査方向に延びるスリッ
トＳｔが形成されたスリット部７５を有している。このスリット部７５の長手方向両側に
は、相互に平行な細長い形状の各基板７６が配置されている。これらの基板７６には、図
１の光源５１となる複数のＬＥＤ７７が一列にそれぞれ配列されており、各ＬＥＤ７７が
それぞれの基板７６の配線パターンに接続され、各基板７６の配線パターンがハーネス（
図示せず）を通じて移動走査フレーム７１の回路ユニット７３に接続されている。移動走
査フレーム７１の回路ユニット７３からハーネス及び各基板７６の配線パターンを通じて
各ＬＥＤ７７へと電力が供給され、各ＬＥＤ７７が点灯する。尚、各ＬＥＤ７７は、発光
素子の１つであるが、光源５１として、他の種類の発光素子を適用してもよい。
【００７１】
　光源用フレーム７２には２個の孔７２ａが形成されており、光源用フレーム７２を移動
走査フレーム７１上に載せ、２本のネジ７８を光源用フレーム７２の各孔７２ａを通じて
移動走査フレーム７１の各ネジ孔（図示せず）にねじ込んで、光源用フレーム７２を移動
走査フレーム７１上に固定配置する。
【００７２】
　図３（ａ）及び図４（ａ）に示すように光源用フレーム７２を移動走査フレーム７１上
に固定配置した状態では、光源用フレーム７２のスリット部７５のスリットＳｔの直下に
第１反射ミラー５２が位置決めされる。各基板７６の各ＬＥＤ７７が発光すると、各ＬＥ
Ｄ７７の光が上方に出射されてプラテンガラス４４又は読取りガラス６５を通じて原稿に
照射され、原稿からの反射光がプラテンガラス４４又は読取りガラス６５を通じてスリッ
トＳｔに入射し、この反射光がスリットＳｔを通じて第１反射ミラー５２に入射して反射
され、この反射光が移動走査フレーム７１の前端部７１ｂの開口スリット７１ｃを通じて
第２走査ユニット４６の第２反射ミラー５３へと出射される。
【００７３】
　ここで、第１走査ユニット４５の第１反射ミラー５２が汚れても、狭いスリットＳｔを
通じて第１反射ミラー５２を清掃することが容易ではないのは明らかである。
【００７４】
　そこで、移動走査フレーム７１上の第１反射ミラー５２を清掃するときには、プラテン
ガラス４４を取り外し、図３（ｂ）及び図４（ｂ）に示すように２本のネジ７８を取り外
して、光源用フレーム７２を移動走査フレーム７１から持ち上げて離間させる。



(10) JP 2010-147592 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

【００７５】
　この状態では、第１反射ミラー５２の上方にスリットＳｔが存在せず、また移動走査フ
レーム７１上の前端部７１ｂと隔壁部７９間の開口部７４の幅がスリットＳｔの幅よりも
十分に広いことから、この開口部７４の内側に配置された第１反射ミラー５２を容易に清
掃することができる。
【００７６】
　更に、この清掃に際しては、第１走査ユニット４５を取り外す必要がなく、第１走査ユ
ニット４５の位置ずれが生じないので、その位置調整を行う必要がない。
【００７７】
　図５（ａ）、（ｂ）は、第２実施形態の原稿読取り装置１０１における第１走査ユニッ
ト（露光走査ユニットとも称す）を示す斜視図及び分解斜視図である。また、図６（ａ）
、（ｂ）は、図５（ａ）、（ｂ）に対応するそれぞれの断面図である。尚、図５及び図６
において、図３及び図４と同様の作用を果たす部位には同じ符号を付している。
【００７８】
　第２実施形態における第１走査ユニット４５Ａでは、図３及び図４における光源用フレ
ーム７２の代わりに、光源用フレーム７２Ａを適用している。
【００７９】
　この光源用フレーム７２Ａは、主走査方向に延びるスリットＳｔが形成されたスリット
部７５を有しており、このスリットＳｔの長手方向両側に、図１の光源５１となる相互に
平行な細長い形状の各導光体８１が配置されている。
【００８０】
　各導光体８１は、図７に示すように長く延びる帯状の透光体であり、原稿と対向する上
側面が光出射面８１ｂとなっている。各導光体８１の長手方向の一端面（先端面）が光入
射面８１ａとなっており、各導光体８１の光入射面８１ａにそれぞれのＬＥＤ８２が対向
配置されている。これらＬＥＤ８２の光は、光入射面８１ａから導光体８１に入射し、導
光体８１の光出射面８１ｂから出射される。
【００８１】
　導光体８１の裏面８１ｃは、光出射面８１ｂに対して傾斜しており、導光体８１の後端
に近づくに従って裏面８１ｃが光出射面８１ｂに近づき、導光体８１がテーパー形状とな
っている。この導光体８１の裏面８１ｃは、光を光出射面８１ｂに向けて反射する拡散反
射面（プリズム面）となっている。このような形状及び構造により、導光体８１の光出射
面８１ｂ全体から均一な光が出射される。
【００８２】
　このような光源用フレーム７２Ａも、図３及び図４の光源用フレーム７２と同様に、移
動走査フレーム７１上に載せられる。そして、２本のネジ（図示せず）を光源用フレーム
７２Ａの各孔（図示せず）を通じて移動走査フレーム７１の各ネジ孔（図示せず）にねじ
込んで、光源用フレーム７２Ａを移動走査フレーム７１上に固定配置する。
【００８３】
　図５（ａ）及び図６（ａ）に示すように光源用フレーム７２Ａを移動走査フレーム７１
上に固定配置した状態では、光源用フレーム７２Ａのスリット部７５のスリットＳｔの直
下に第１反射ミラー５２が位置決めされる。
【００８４】
　各導光体８１の上側を向くそれぞれの光出射面８１ｂから出射された光は、プラテンガ
ラス４４又は読取りガラス６５を通じて原稿に照射され、原稿からの反射光がプラテンガ
ラス４４又は読取りガラス６５を通じてスリットＳｔに入射し、この反射光がスリットＳ
ｔを通じて第１反射ミラー５２に入射する。
【００８５】
　移動走査フレーム７１上の第１反射ミラー５２を清掃するときには、プラテンガラス４
４を取り外し、図５（ｂ）及び図６（ｂ）に示すように２本のネジを取り外して、光源用
フレーム７２Ａを移動走査フレーム７１から持ち上げて離間させる。このとき、第１反射
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ミラー５２の上方にスリットＳｔが存在せず、また移動走査フレーム７１上の前端部７１
ｂと各壁部７９間の開口部７４の幅がスリットＳｔの幅よりも十分に広いことから、この
開口部７４の内側に配置された第１反射ミラー５２を容易に清掃することができる。
【００８６】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと解される。
【００８７】
　例えば、上記各実施形態では、光源として、複数のＬＥＤの列及び帯状の導光体を例示
しているが、キセノンランプ、ハロゲンランプ、蛍光灯等を適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の原稿読取り装置の第１実施形態を適用した画像形成装置を示す断面図で
ある。
【図２】第１実施形態の原稿読取り装置を示す斜視図である。
【図３】（ａ）、（ｂ）は、第１実施形態の原稿読取り装置における第１走査ユニットを
示す斜視図及び分解斜視図である。
【図４】（ａ）、（ｂ）は、図３（ａ）、（ｂ）に対応するそれぞれの断面図である。
【図５】（ａ）、（ｂ）は、第２実施形態の原稿読取り装置における第１走査ユニットを
示す斜視図及び分解斜視図である。
【図６】（ａ）、（ｂ）は、図５（ａ）、（ｂ）に対応するそれぞれの断面図である。
【図７】図５及び図６の第１走査ユニットにおける導光体を例示する側面図である。
【図８】（ａ）、（ｂ）は、従来の原稿読取り装置における第１走査ユニットを示す斜視
図及び分解斜視図である。
【符号の説明】
【００８９】
１　レーザ露光装置
２　現像装置
３　感光体ドラム
４　クリーナ装置
５　帯電器
８　中間転写ベルト装置
１０　給紙トレイ
１１　２次転写装置
１２　定着装置
４４　プラテンガラス
４５、４５Ａ　第１走査ユニット
４６　第２走査ユニット
４７　結像レンズ
４８　ＣＣＤ（Charge Coupled Device）
５１　光源
５２　第１反射ミラー
５３　第２反射ミラー
５４　第３反射ミラー
６５　読取りガラス板
７１　移動走査フレーム
７２、７２Ａ　光源用フレーム
７３　回路ユニット
７４　開口部
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７５　スリット部
７６　基板
７７、８２　ＬＥＤ
８１　導光体
１００　画像形成装置
１０１　原稿読取り装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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